
国際言語文化学部　英語英文学科

目指すべき人材像 ４年間で育てたい力
（ND６）

ディプロマポリシー
（卒業認定・学位授与方針）

カリキュラムポリシー
（教育課程編成・実施方針）

アドミッションポリシー
（入学者受入れ方針）

キリスト教精神に
基づいて、他者と
自分を尊び、全人
的な「常識」と「良
識」を備え、自由
に自分の人生を選
び取っていく自立
した女性
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精
神
・
女
性
教
育
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・�キリスト教精神に基づい
た共感能力と幅広い教
養を備えている。 
・�自立した女性として国際
社会に貢献できる資質
を身につけている。 
 

【編成方針】 
・�キリスト教精神に基づいたホスピタリティを養うための専
門関連科目を１、２年次に渡り配置する。 
・�自立した女性として、国際社会に貢献できる資質を身につ
けるために、専門基礎科目に「英語キャリア戦略」を配置
する。 
・�同じく、専門基幹科目からは「英語英文学基礎演習」を１
年次に配置する。 
 【実施方針】 
・�１年次においてキリスト教精神に関する基礎的な学修を行う。
・�国際社会のあり方と女性の生き方を関連付けて理解し、そ
れらを自己の問題として認識できるよう授業を行う。 

〔期待する能力〕 
英語という言語に関心が
あり、同時に英語圏の文
化、歴史、社会、コミュ
ニケーションに幅広く関
心を持っている。 
〔選考方法〕 
面接、自己記入書（志望
理由書、自己アピール）、
調査書 

人間やその生活、
社会、自然のすべ
てについての幅広
い知識と教養を身
につけ、新たな理
解を行い、自己涵
養に努める女性

知
識
・
理
解

Ｄ
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・�英語圏の文学・文化、
言語学、英語教育学に
ついての幅広い知識
と、異文化理解能力を
もっている。 
・�英語圏の文学・文化、
言語学、英語教育学に
ついて考察するために
必要な基礎的技能を身
につけている。 

【編成方針】 
・�英語圏の文化及び言語・コミュニケーション、英語教育に
ついての多様な側面をバランス良く学び、文化、社会、言
語についての幅広い知識と教養を学修できるよう科目を
配置する。 
 【実施方針】 
・�専門基幹科目から英語圏文学、言語、コミュニケーション
各概論科目を１年次に設け、各専門分野に関する基礎知識
の獲得を目指す。 
・�専門講読、研究方法論を２年次に配置し、英語英文学演習
（ゼミ）に向けて、各専門における研究のあり方を学ぶ。 
・�教育に関する基礎知識を獲得する機会を提供する。 

〔期待する能力〕 
英語圏の文化や文学に関
心があり、高校卒業程度
の教科書記載内容の知識
を持っている。 
〔選考方法〕 
調査書、自己記入書（志
望理由書、自己アピー
ル）、学力試験、レポート 

グローバル化の時
代に対応し、外国
語および日本語
で、国籍や言語の
異なる人々とも円
滑にコミュニケー
ションを行うスキル
や外国語を読み書
きできる力を身に
つけた女性

汎
用
的
技
能

Ｄ
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・�様々な国籍と文化背景
の人々と、英語を介して
インタラクション（相互
作用）できる言語能力
を身につけている。 
・�上記を実現するために、
異文化理解に基づいた
コミュニケーションスキ
ルと読み書き能力を身
につけている。 

【編成方針】 
・�英語を媒介としたコミュニケーション力をはぐくむために、
英語圏文学、言語、コミュニケーション各分野に関するテー
マを英語で学習するCLIL(内容言語統合型学習）に基づく
専門基礎科目を設定する。
・�英語圏文学、言語、コミュニケーション各専門分野におけ
る書き言葉を使いこなす英語力を伸ばすために、１～３年
次に必修科目として配置する。 
・�英語に関するより専門的・実践的な学びの機会を提供する
ために、英語圏文学、言語、コミュニケーション各分野に
おける専門展開科目を、２、３年次中心に設定する。 
 【実施方針】 
・�レベルや目的、興味関心に応じた内容で、実践的・主体的
に学べる授業を行う。 
・�グローバル社会へ対応すべく、議論や発表の場において、
英語を自分の言葉として運用できる力を養成する。

〔期待する能力〕 
高校卒業程度の英語力を
持ち、読む、書く、話す、
聞く、の英語における4分
野の向上に努めることが
できる。 
〔選考方法〕 
面接、調査書、学力試験、
資格検定、英作文 

現代社会のさまざ
まな課題に対して、
知識や現象を分析
し、適切な情報処
理を行って、批判
的、論理的に思考
し、問題解決を行う
力を身につけた女
性

Ｄ
Ｐ
４
．
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・�現代社会、特に国際社
会のさまざまな課題に
ついて多角的に考察で
きる。 
・�上記の課題解決に貢献
するために不可欠な情
報を収集・分析する能力
と論理的な思考力を身
につけている。 

【編成方針】 
・�基礎的な情報収集・分析能力および論理的思考力をはぐく
むために、共通教育科目「人間と情報」に選択必修科目
を設定する。 
・�現代社会における課題に論理的思考力をもって対応できる
力を身に付けるため、英語圏文学、言語、コミュニケーショ
ン各分野における専門展開科目を２、３年次中心に配置する。 
・�より高度で専門的な論理的思考力と課題解決力を身につ
けるための科目を専門教育科目３・４年次に必修科目として
配置する。 
 【実施方針】 
・�主体的に分析・問題解決に向かう機会となるよう、グルー
プワークやプレゼンテーション等を積極的に取り入れる。 

〔期待する能力〕 
英語という言語・英語圏の
文化・社会に関するさまざ
まな課題について関心が
あり、それらを解決・探究
するための情報収集力を
一定レベル習得してい
る。 
〔選考方法〕 
面接、自己記入書（志望
理由書、自己アピール）、
調査書、学力試験、レポー
ト 

他者に心を開き、
社会で不利な立場
におかれた人々を
含む、さまざまな
人々と共生・協働す
る力を身につけ、す
べての人が幸せに
生きていくことに
貢献する力を身に
つけた女性
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度
・
志
向
性
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・�様々な国籍と文化背景
の人々と、英語を介して
インタラクション（相互
作用）できる言語能力
を身につけている。 
・�上記を実現するために、
異文化理解に基づいた
コミュニケーションスキ
ルと読み書き能力を身
につけている。 

【編成方針】 
・�英語を媒介としたコミュニケーション力をはぐくむために、
CLILに基づく専門基礎科目を設定する。 
・�英語圏文学、言語、コミュニケーション各専門分野におけ
る書き言葉を使いこなす英語力を伸ばすために、１～３年
次に必修科目として配置する。 
・�英語に関するより専門的・実践的な学びの機会を提供する
ために、英語圏文学、言語、コミュニケーション各分野に
おける専門展開科目を、２、３年次中心に設定する。 
 【実施方針】 
・�レベルや目的、興味関心に応じた内容で、実践的・主体的
に学べる授業を行う。 
   ・     �　「グローバル・リベラルアーツ」「英語英文学」２領域にお
ける専門教育との関連性・系統性に留意して授業を行う。 

〔期待する能力〕 
高校卒業程度の英語力を
持ち、読む、書く、話す、
聞く、の英語における4分
野の向上に努めることが
できる。 
〔選考方法〕 
面接、調査書、学力試験、
資格検定、英作文 

総合的な学修経験
を行って、実践的
に、他者や社会に
対して、自らの学修
成果を発信する女
性。また、専門知
識を基盤に、自ら立
てたテーマに基づ
き研究に取り組み、
学修成果をまとめ、
創造的に発信する
女性
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・�現代社会、特に国際社
会のさまざまな課題に
ついて多角的に考察で
きる。 
・�上記の課題解決に貢献
するために不可欠な情
報を収集・分析する能力
と論理的な思考力を身
につけている。 

【編成方針】 
・�基礎的な情報収集・分析能力および論理的思考力をはぐく
むために、共通教育科目「人間と情報」に選択必修科目
を設定する。 
・�現代社会における課題に論理的思考力をもって対応できる
力を身に付けるため、英語圏文学、言語、コミュニケーショ
ン各分野における専門展開科目を２、３年次中心に配置する。
・�より高度で専門的な論理的思考力と課題解決力を身につ
けるための科目を専門教育科目３・４年次に必修科目として
配置する。 
 【実施方針】 
・�主体的に分析・問題解決に向かう機会を与えるため、グルー
プワークやプレゼンテーション等を積極的に取り入れる。 

〔期待する能力〕 
英語という言語・英語圏の
文化・社会に関するさまざ
まな課題について関心が
あり、それらを解決・探究
するための情報収集力を
一定レベル習得してい
る。 
〔選考方法〕 
面接、自己記入書（志望
理由書、自己アピール）、
調査書、学力試験、レポー
ト 
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国際言語文化学部　国際日本文化学科

目指すべき人材像 ４年間で育てたい力
（ND６）

ディプロマポリシー
（卒業認定・学位授与方針）

カリキュラムポリシー
（教育課程編成・実施方針）

アドミッションポリシー
（入学者受入れ方針）

キリスト教精神に基づい
て、他者と自分を尊び、
全人的な「常識」と「良
識」を備え、自由に自分
の人生を選び取っていく
自立した女性

キ
リ
ス
ト
教
精
神
・
女
性
教
育
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・�キリスト教精神に基づい
た豊かな人間性と奉仕
の精神を備えている。
・�自立した女性として社会
に貢献できる資質を身に
つけている。

【編成方針】
・�キリスト教精神に基づいた豊かな人間性や
奉仕の精神をはぐくむために、共通教育科
目「カトリック教育」に必修科目および選択
必修科目を設定する。
・�同じく、キリスト教と哲学・音楽などを関連
させた科目を専門教育科目に配置する。
・�自立した女性として社会に貢献できる資質
を身につけるために、共通教育科目「ライ
フキャリア形成」に選択必修科目を設定す
る。

【実施方針】
・�１年次においてキリスト教精神に関する基礎
的な学修を行う。
・�現代社会のあり方と女性の生き方を関連付
けて理解し、それらを自己の問題として認識
できるよう授業を行う。

〔期待する能力〕
世界の諸国・地域や日本の文化・
言語について学ぶ意欲があり、
他者とのコミュニケーションや
社会との関わりの中で、自己の
人格を高めることに興味・関心が
あり、努力しようとしている。
〔選考方法〕
自己記入書（志望理由書、自己
アピール）、調査書、レポート、
面接

人間やその生活、社会、
自然のすべてについての
幅広い知識と教養を身に
つけ、新たな理解を行い、
自己涵養に努める女性 知

識
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理
解

Ｄ
Ｐ
２
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   ・     �　「日本語日本文化」「国
際文化」の２領域にわた
る基礎知識、国際的な視
野と教養をもっている。
   ・     �　「日本語日本文化」およ
び「国際文化」に関する
事象について考察するた
めに必要な基礎的技能
を身につけている。

【編成方針】
・�専門教育科目に「日本語日本文化」と「国
際文化」の２領域を設定し、領域横断的に
学修できるよう科目を配置する。
・�領域間・科目間の関連性・系統性に留意し
て科目を配置する。

【実施方針】
・�学生の興味関心に応じた学びの機会を提供
する。
・�各領域に関する基礎知識の確かな獲得を目
指す。
・�獲得した知識の理解を深め、自分の考察に
生かせるよう指導を行う。

〔期待する能力〕
世界の諸国・地域や日本、およ
びその文化や言語について関心
を持ち、高等学校卒業程度の教
科書記載内容の知識を持ってい
る。
〔選考方法〕
調査書、自己記入書（志望理由
書、自己アピール）、資格検定、
学力試験、レポート、面接

グローバル化の時代に対
応し、外国語および日本
語で、国籍や言語の異な
る人々とも円滑にコミュ
ニケーションを行うスキ
ルや外国語を読み書きで
きる力を身につけた女性

汎
用
的
技
能

Ｄ
Ｐ
３
．
言
語
力

・�多様化、複雑化する現代
社会が抱える諸課題に
人文学的観点から対応
する態度をもっている。
・�上記を実現するために必
要な日本語および外国
語でのコミュニケーショ
ンスキルと読み書き能力
を身につけている。

【編成方針】
・�基礎的な英語力をはぐくむために、共通教
育科目「外国語」に必修科目を設定する。
・�英語に関するより専門的・実践的な学びや、
英語以外の言語についての学びの機会を
提供するために、共通教育科目「外国語」
に選択必修科目を設定する。
・�書き言葉・話し言葉の両面を使いこなす国
語力を伸ばすための科目を専門教育科目に
配置する。
・�社会人としてのプレゼンテーション能力を鍛
えるための科目を専門教育科目に配置する。

【実施方針】
・�レベルや目的、興味関心に応じた内容で、
実践的・主体的に学べる授業を行う。
・�獲得した国語力・プレゼンテーション能力を、
様々な場面で生かすように指導する。

〔期待する能力〕
高等学校卒業程度の国語力を
持ち、書き言葉、話し言葉の両
面でコミュニケーション力に磨
きをかけることに関心を持って
いる。
〔選考方法〕
調査書、自己記入書（志望理由
書、自己アピール）、資格検定、
学力試験、レポート、面接

現代社会のさまざまな課
題に対して、知識や現象
を分析し、適切な情報処
理を行って、批判的、論
理的に思考し、問題解決
を行う力を身につけた女
性

Ｄ
Ｐ
４
．
思
考
・
解
決
力

・�現代社会のさまざまな課
題について人文学的観
点から考察できる。
・�上記の課題解決に貢献す
るために不可欠な情報
を収集・分析する能力と
論理的な思考力を身に
つけている。

【編成方針】
・�基礎的な情報収集・分析能力および論理的
思考力をはぐくむために、共通教育科目「人
間と情報」に選択必修科目を設定する。
・�同じく、関連科目を専門教育科目１・２年次
に必修科目として配置する。
・�より高度で専門的な論理的思考力と課題解
決力を身につけるための科目を専門教育科
目３・４年次に必修科目として配置する。

【実施方針】
・�グループワークやフィールドワーク等を積極
的に取り入れる。

〔期待する能力〕
世界の諸国・地域や日本の文化・
言語に関するさまざまな課題に
ついて関心があり、それらを解
決・探求するための文献調査や
情報検索の方法について、ある
程度習得している。
〔選考方法〕
調査書、自己記入書（志望理由
書、自己アピール）、資格検定、
学力試験、レポート、面接

他者に心を開き、社会で
不利な立場におかれた
人々を含む、さまざまな
人々と共生・協働する力を
身につけ、すべての人が
幸せに生きていくことに
貢献する力を身につけた
女性

態
度
・
志
向
性

Ｄ
Ｐ
５
．
共
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協
働
す
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・�獲得したコミュニケー
ション能力を土台に、さ
まざまな他者と共生・協
働する力を身につけてい
る。

【編成方針】
・�共生・協働の意義を理解するために、国際
関係や多文化理解等に関する科目を専門
教育科目に配置する。
・�日本語を通じたコミュニケーション能力を体
系的に向上させるための科目を専門教育科
目「基礎」に必修科目として配置する。

【実施方針】
・�コミュニケーション能力をはぐくむ授業では
グループワークを重視する。

〔期待する能力〕
他者との基本的なコミュニケー
ション力があり、他者と共生・協
働して、社会への貢献を行うこと
に関心がある。
〔選考方法〕
調査書、自己記入書（志望理由
書、自己アピール）、レポート、
面接

総合的な学修経験を行っ
て、実践的に、他者や社
会に対して、自らの学修
成果を発信する女性。ま
た、専門知識を基盤に、
自ら立てたテーマに基づ
き研究に取り組み、学修
成果をまとめ、創造的に
発信する女性

統
合
的
な
学
習
経
験
と

　
　
　

総
合
的
思
考
力

Ｄ
Ｐ
６
．
創
造
・
発
信
力

・�自ら立てたテーマに基づ
き研究に取り組み、その
成果をまとめ、発信する
ことができる。

【編成方針】
自ら「問い」を立て、探究する能力を身につ
けるための科目を専門教育科目１～４年次に
必修科目として体系的に配置する。
【実施方針】
・�興味関心や意欲を大切にし、主体的に課題
に取り組む授業を行う。

〔期待する能力〕
世界や日本の文化・言語に関連
して、ユニークな発想による企
画や研究・制作を行い、社会に
発信することに関心がある。
〔選考方法〕
調査書、自己記入書（志望理由
書、自己アピール）、資格検定、
レポート、面接
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